










21世紀の初頭にあた り、本号では阪大の中でも特4=活躍 してお られ る先生方の中か ら記事を
頂戴 した。 内容 はナ ノサイエソスや高温超伝導など、世の中で注 目を集めている分野の話題 と
なった。 このよ うな分野は社会的な要請 も強 く、少々大げ さな言い方をすれば、国の将来を担 っ
ているとも言える。当然、大 きな予算がつき、研究者の責任 も重 い。
一方、学問や教育には、 これ らの分野とは全 く違 った雰囲気の もの もある。 日ごろは、ほと
んど注 目されることもないが、脈 々と続いている分野 である。何年か前の古い話で恐縮である
が、大阪の南部で毒蜘蛛騒 ぎがあった。 このとき、新聞紙上で 日本蜘蛛学会があり、200名以
上の専門的研究者がい ることを知 った。問題の蜘蛛に関 して過度の不安をもつ必要のないこと
が直ちに説明され、非常に頼 もしく感 じた。 しか し、このとき気になったことがある。蜘蛛 の
研究者たちの殆 ど全ては、国公立大学 には所属 していなかった ことである。世界一といわれ る
蜘蛛標本のコレクシ ョソも、小さな私立大学 にある。なぜ蜘蛛学研究者は国公立大学では生 き
に くいのであろうか?
学術研究が多様性を保ち、真の実力 と奥行 きの深さを備え るには、先端的プロジェク トへの
重点的な投資 とともに、古典的、伝統的な分野が窒息 して しまわない ように、広 く薄 く投資す
ることも重要である。 日本の大学では、後者は深刻 な状況に陥 ってい るように思 える。 バラン
スの良い発展を促すような仕組みを構築することが必要であろう。
(産研 ・松本卓也)
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一 』 菅原 瓢 ……
分子デバ碗 ・指・て一ナ・サ・エンス
理学研究科 原田 明










表紙説 明:分 子 シャ トル
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